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村の人口
７月末日現在
面積　79.46�

対前月比

男 4,279 人　－ 9
女 4,314 人　－ 7
計 8,593 人　－16
世帯数 2,122 戸　± 0



村民憲章……美しい自然と調和した活力のある村をつくりましょう。 第４７５号 �

あなたの一票　明るい未来
９月５日は、福島県知事選挙の投票日

投票時間は、午前7時から午後6時まで
期日前投票は8月20日～9月4日の毎日

午前8時30分～午後8時まで
役場分庁舎会議室

大玉村選挙管理委員会

九
月
五
日
は
、
福
島
県
知
事

選
挙
の
投
票
日
で
す
。

み
な
さ
ん
の
一
票
が
県
政
に

反
映
さ
れ
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

明
る
く
正
し
い
選
挙
を
心
が
け
、

棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ

う
。

投
票
日
　
九
月
五
日

告
示
日
　
八
月
十
九
日

登
録
日
・
登
録
基
準
日

八
月
十
八
日

[

投
　
　
　
　
票]

九
月
五
日
の
当
日
、投
票
は
、

午
前
七
時
に
始
ま
り
、
午
後
六

時
に
終
わ
り
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
選
挙
に
つ
き

ま
し
て
は
、
電
子
投
票
に
よ
る

こ
と
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

投
票
用
紙
を
用
い
た
投
票
と
な

り
ま
す
。

[

名
簿
の
登
録
等]

今
回
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
る
方
、抹
消
さ
れ
る
方
は
、

次
の
方
で
す
。

▽
　
新
有
権
者

昭
和
五
十
九
年
九
月
六
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

▽
　
転
入
の
場
合

平
成
十
六
年
五
月
十
八
日
ま

で
に
転
入
届
を
さ
れ
た
方
で
、

引
き
続
き
村
内
に
住
所
を
有
す

る
方

▽
　
転
出
の
場
合

平
成
十
六
年
四
月
十
九
日
ま

で
に
転
出
さ
れ
た
方
は
、
八
月

十
八
日
の
登
録
基
準
日
に
抹
消

さ
れ
ま
す
の
で
、
投
票
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
転

出
先
で
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方

も
、
大
玉
村
で
は
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
回
の
選
挙
は
、
福
島
県
内

だ
け
の
選
挙
で
す
の
で
、
県
外

へ
転
出
さ
れ
た
方
は
、
投
票
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
県
内
に

転
出
さ
れ
た
方
で
、
転
出
先
で

登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、「
引

き
続
き
住
所
を
有
す
る
証
明
書
」

を
持
参
し
て
、
大
玉
村
で
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
不

明
な
点
な
ど
お
問
い
合
わ
せ
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

[

期
日
前
投
票]

投
票
日
当
日
、
投
票
で
き
な

い
方
の
た
め
に
、
期
日
前
投
票

制
度
が
あ
り
ま
す
。
従
来
の
不

在
者
投
票
に
替
わ
る
も
の
で
す

が
、
投
票
所
を
設
け
、
管
理
者
・

立
会
人
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、

投
票
箱
へ
直
接
投
票
が
で
き
ま

す
。
従
来
の
不
在
者
投
票
よ
り

も
更
に
、
簡
素
化
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
投
票
に
お
出
で

く
だ
さ
い
。
こ
の
、
期
日
前
投

票
を
利
用
で
き
る
の
は
、
次
の

方
と
な
り
ま
す
。

・
自
営
業
の
方
や
冠
婚
葬
祭
を

行
う
予
定
の
あ
る
方

・
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の

私
用
で
投
票
区
内
に
い
な
い

方
・
病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
等
に
よ

り
歩
く
の
が
困
難
な
方

期
日
前
投
票
は
、
八
月
二
十

日
か
ら
九
月
四
日
ま
で
の
毎
日
、

役
場
裏
の
分
庁
舎
会
議
室
で
行

っ
て
お
り
ま
す
。
投
票
で
き
る

時
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
八
時
ま
で
で
す
。
期
日

前
投
票
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

投
票
所
へ
お
出
で
く
だ
さ
い
。



⑧
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
・
転

用
手
続
き
は
？

⑦
無
断
転
用
に
は
刑
罰
が
科
せ
ら

れ
ま
す
か
？

⑥
農
業
用
施
設
用
地
と
し
て
転
用

す
る
場
合
に
は
？

⑤
一
時
的
な
農
用
地
転
用
で
も
許

可
は
必
要
で
す
か
？

④
農
地
は
す
べ
て
が
該
当
し
ま
す

か
？

③
農
地
転
用
と
は
？

②
農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
転
用

す
る
場
合
は
？

①
農
業
振
興
地
域
っ
て
何
で
す

か
？
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農
業
振
興
地
域
と
は
、「
農
業
の
健
全
な

発
展
及
び
国
土
資
源
の
合
理
的
な
利
用
の
見

地
か
ら
、
今
後
お
お
む
ね
１０
年
以
上
に
わ
た

っ
て
総
合
的
に
農
業
の
振
興
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
」
を
い
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
域
は
計
画
的
農
業
施
策
を

行
う
た
め
に
県
知
事
が
指
定
し
た
地
域
で
あ

っ
て
、「
農
用
地
区
域
」
と
「
除
外
地
区
域
」

の
２
つ
の
区
域
指
定
が
あ
り
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
の
中
で
、
特
に
農
業
の
振

興
を
図
る
必
要
の
あ
る
農
地
等
に
つ
い
て

は
、
村
が
定
め
る
「
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
」
の
中
で
、「
農
用
地
区
域
」
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
こ
の
区
域
内
の
土
地
は
農
業
以

外
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
し
た
り
、
新
た
に

農
用
地
区
域
に
編
入
し
た
い
と
き
は
、
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
手
続
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
転
用
す
る
場
合

に
は
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
し
た
上
で
農

地
法
に
よ
る
転
用
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

農
地
以
外
に
土
地
を
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

住
宅
用
地
や
工
場
用
地
、
道
路
、
山
林
な
ど

の
用
地
に
転
換
す
る
こ
と
で
す
。

す
べ
て
の
農
地
が
転
用
許
可
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
地
目
が
農
地
で
あ
れ
ば
、
耕
作
が

さ
れ
て
い
な
く
て
も
農
地
性
（
農
地
と
し
て

活
用
で
き
る
状
態
）
が
あ
る
限
り
農
地
と
し

て
扱
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
目
が
農
地
で
な
く
て
も
、
肥
培
管

理
が
さ
れ
て
い
れ
ば
農
地
と
見
な
さ
れ
ま
す
。

農
地
を
一
時
的
に
資
材
置
場
、
作
業
員
仮

宿
舎
、
砂
利
採
取
場
な
ど
と
し
て
利
用
す
る

場
合
も
転
用
と
な
り
、
農
地
の
造
成
の
場
合

で
も
許
可
が
必
要
で
す
。

自
己
の
農
地
の
保
全
ま
た
は
利
用
上
必
要

な
施
設
（
耕
作
用
の
道
路
、
用
排
水
路
、
土

留
工
、
防
風
林
等
）
に
転
用
す
る
場
合
は
、

面
積
に
関
係
な
く
許
可
は
い
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
自
己
の
農
地
に
温
室
、
畜
舎
、
作

業
場
等
、
農
業
経
営
上
必
要
な
施
設
に
転
用

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
面
積
が
２
ア
ー
ル

（
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）
未
満
で
あ
れ
ば
、

農
業
委
員
会
に
農
地
潰
廃
届
出
の
み
で
許
可

は
い
り
ま
せ
ん
。

無
断
転
用
は
、
農
地
法
違
反
で
す
の
で
、

農
地
等
の
権
利
取
得
の
効
力
が
生
じ
な
い
だ

け
で
な
く
、
知
事
は
、
工
事
の
中
止
や
現
状

回
復
な
ど
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、
罰
則
（
３
年
以

下
の
懲
役
、
ま
た
は
３
０
０
万
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

村
が
農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
に
よ
り
農

用
地
区
域
か
ら
除
外
を
行
っ
た
上
で
、
転
用

の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は

農
振
法
に
つ
い
て
は
農
政
課
担
当

農
地
法
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

（
大
玉
村
役
場
内
　
�
４８
―
３
１
３
１
）



村民憲章……教養、文化の向上につとめ、知性豊かな村をつくりましょう。 第４７５号 �

景
観
検
討
の
概
要

国
土
交
通
省
で
は
、
一
般
国
道
４
号
の
大
玉
村

〜
本
宮
町
間
で
拡
幅
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
道
路
の
混
雑
緩
和
と
交
通
安
全

の
確
保
を
目
的
に
、
片
側
一
車
線
か
ら
二
車
線
へ

と
道
路
幅
を
広
げ
る
も
の
で
す
。

本
宮
拡
幅
事
業
全
整
備
区
間
八
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
う
ち
、
六
・
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
整
備
が
終
わ

り
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
、
大
玉
村
二
・
九
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
区
間
の
工
事
が
開
始
す
る
予
定
で
す
。

沿
道
は
、
産
業
振
興
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、

安
達
太
良
山
へ
の
眺
望
が
美
し
く
、
田
園
景
観
に

配
慮
し
た
開
発
が
望
ま
れ
る
場
所
で
す
。

そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
で
は
、
地
域
の
方
々
と

協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
大
玉
地
区
が
よ
り
よ
い
道

路
景
観
と
な
る
よ
う
沿
道
の
土
地
利
用
を
考
慮
し

な
が
ら
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

懇
談
会
の
目
的

国
道
４
号
大
玉
地
区
の
道
路
景
観
を
検
討
す
る

に
あ
た
っ
て
、
地

域
の
代
表
者
・
学

識
経
験
者
・
道
路

事
業
者
等
を
交
え

た
懇
談
会
を
設
け
、

そ
こ
で
意
見
や
要

望
を
い
た
だ
き
な

が
ら
道
路
設
計
や

沿
道
土
地
利
用
に

反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

国道４号大玉地区

景観検討で懇談会発足

景観懇談会委員の顔ぶれ
座　　　長　　堀　　　　　繁　　　東京大学アジア生物資源環境研究センター教授　

（国土交通省東北地方整備局「美しい国土づくりアドバイザー」）
委　　　員　　鈴　木　　　浩　　　福島大学地域創造支援センター教授（福島県「景観アドバイザー」）
〃　　　　溝　口　俊　夫　　 （財）ふくしまフォレスト・エコ・ライフ財団理事（福島県「景観アドバイザー」）
〃　　　　渋　谷　　　元　　　国土交通省東北地方整備福島河川国道事務所長
〃　　　　菅　野　光　男　　　福島県県北建設事務所長
〃　　　　浅　和　定　次　　　大玉村長　　
〃　　　　渡　辺　一　郎　　　大玉村国道４号４車線化推進協議会会長
〃　　　　菊　地　英　郎　　　大玉村行政区長会会長
〃　　　　鈴　木　静　枝　　　大山婦人会会長
〃　　　　鈴　木　誠　一　　　大玉村景観保護審議会会長（大玉村商工会会長）
〃　　　　松　本　　　昇　　　大玉村景観保護審議会副会長（大玉村農業委員会会長）
〃　　　　渡　辺　　　豊　　　大玉村商工会青年部長



村民憲章……健康と福祉を重んじ、助け合う村をつくりましょう。第４７５号�

第
一
回
　
景
観
懇
談
会
を
開
催

第
一
回
の
懇
談
会
が
平
成
十
六

年
七
月
十
二
日（
月
）福
島
市
「
福

島
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
①
大
玉
村
及
び
関

連
計
画
の
概
要
、
②
一
般
国
道
４

号
本
宮
拡
幅
事
業
の
概
要
、
③
大

玉
地
区
沿
道
景
観
検
討
に
つ
い
て
、

④
道
路
空
間
・
沿
道
土
地
利
用
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン（
案
）に
つ
い
て
の
話

し
合
い
が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
意
見
】

・
道
路
景
観
診
断
は
、
本
宮
な
ど

す
で
に
整
備
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ

も
行
っ
て
反
省
の
材
料
に
し
て
は
。

・
道
路
景
観
診
断
は
啓
蒙
の
意
義

も
あ
る
（
特
に
中
高
生
を
対
象
と

す
る
な
ら
）。

・
道
が
広
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て

東
と
西
の
地
域
が
ど
う
な
る
だ
ろ

う
か
。

・
玉
貫
の
あ
た
り
は
安
達
太
良
山

の
眺
望
が
優
れ
て
い
て
宝
物
の
よ

う
な
場
所
。
本
宮
や
郡
山
の
よ
う

な
ど
こ
に
で
も
有
る
国
道
景
観
に

は
し
た
く
な
い
。

・
道
路
景
観
に
は
以
前
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
地
域
の
皆
様
、

県
、
村
と
一
緒
に
で
き
る
こ
と
、

周
辺
の
土
地
利
用
も
一
緒
に
検
討

で
き
る
の
は
あ
り
が
た
い
。

・
景
観
条
例
だ
け
で
は
道
路
景
観

の
向
上
に
対
し
て
不
十
分
。
こ
の

懇
談
会
で
出
て
き
た
ア
イ
デ
ィ
ア

を
事
業
者
に
示
す
な
ど
、
条
例
・

法
律
で
は
補
え
な
い
こ
と
を
事
業

者
と
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

・
今
後
の
開
発
で
安
達
太
良
山
の

眺
望
が
阻
害
さ
れ
な
い
か
心
配
。

・
建
物
の
色
、
原
色
の
も
の
が
出

現
し
な
い
か
心
配
。

・
ふ
れ
あ
い
広
場
が
一
番
眺
望
が

良
い
。

・
沿
道
に
進
出
す
る
企
業
が
ど
れ

く
ら
い
協
力
し
て
く
れ
る
か
、
地

域
に
貢
献
す
る
と
い
う
枠
組
み
を

ど
う
示
し
て
も
ら
え
る
か
が
課
題
。

・
ド
イ
ツ
で
は
土
地
利
用
計
画
の

後
に
、
形
に
つ
い
て
の
指
導
が
あ

る
が
、
日
本
で
は
な
い
。
土
地
利

用
計
画
だ
け
で
は
良
い
も
の
が
つ

く
れ
な
い
。
当
懇
談
会
で
良
い
案

を
出
す
こ
と
が
大
事
。

・
ま
ず
は
道
路
を
ど
う
つ
く
る
か

が
大
切
。

道
路
景
観
診
断
を
実
施

七
月
三
十
一
日（
土
）、
国
道
４

号
大
玉
地
区
の
沿
道
景
観
を
検
討

す
る
に
あ
た
り
地
域
の
方
々
と
道

路
事
業
者
が
現
況
の
問
題
点
を
共

有
化
す
る
た
め
に
、
現
在
の
道
路

景
観
を
診
断
を
行
い
ま
し
た
。

第 1回懇談会（7月12日実施済）�
現地調査（7月31日）�

第 2回懇談会（8月下旬）�

第 3回懇談会（9月下旬）�

第 4回懇談会（11月下旬）�

【道路景観診断・課題の共有化】�
　・道路景観診断の実施�
　・現況課題と地域のポテンシャルの共有化�

【整備の方向性の協議】�
　・将来像の共有化�
・整備の方向性についての議論�

テーマ�
どんな道にしたいのか�

【整備内容の協議・確認】�
　・将来像の具体化�
・整備の内容についての議論�

テーマ�
道の将来像を描く�

【整備内容の確認】�
【活動展開に関する意見交換】�
・将来像の再確認�
・協働できること、協働の試みに�
ついての議論�

テーマ�

協働による道づくり�

地元への説明�

懇談会の今後のスケジュール�



村民憲章……温かい心のかよう、ふれあいの村をつくりましょう。 第４７５号 �

大玉村に活力を ～おおたま夏まつり～
8月1日に、大玉村ふれあい広場においてあ

だたらの里Festa「おおたま夏まつり」が開
催されました。

オープニングセレモニーの後に行われた、
村民の日記念イベントでは、大玉中学校ブラ
スバンド部の演奏が行われ打楽器や管楽器等
の賑やかな音色が響きわたり集まった方々は
目を凝らしながら演奏に聞き入っていました。
会場では、商工会等による出店の他、豪華

ゲストによる漫談や安田広志（大山字愛宕）コ
ンサート等が行われました。
また、夜に行われた仮装盆踊り大会では、22

チーム約300人の方々が参加して大いに会場
を盛り上げました。
夏まつりの最後には、約1,000発の花火が

夜空に咲き、集まった大勢の見物客を楽しま
せました。

～大玉中学校ブラスバンド部による演奏～

～888個大盤ふるまい餅まき～

～夜空に咲いた花火～

命 の 尊 さ を 実 感
～夏休み消防体験～

7月27日、南達3町村の小学5・6年生約60名が
参加し、安達地方広域行政組合南消防署で夏休み
消防体験が開催されました。
消火訓練、救助訓練などの体験を通じて、消防

の仕組みや仕事の内容を理解することで命の尊さ
や、防火意識の再認識することを目的とし毎年実
施しています。
本村からは､玉井・大山両小学校合わせて12名

が参加し､放水訓練やロープ渡り救助体験､ボート
による水難救助体験などを行いました。
体験終了後は､参加児童全員に修了証が贈られ

ました。

マーチングバンドの演奏
～7月のスペシャルタイム～

7月14日、大玉村保育所において、郡山ミュー
ジックカンパニーのメンバーの方々がマーチング
バンドの演奏を行いました。
演奏を聞いた保育所の71名の子ども達は大喜び

で、目を輝かせながら真剣な表情で見ていました。
保育所の7月のスペシャルタイムに演奏してい

ただいた郡山ミュージックカンパニーのメンバー
の方々は、ボランティアで演奏してくださいまし
た。

～マーチングバンドの演奏に耳を傾ける子ども達～～実際に放水を体験しました～

地域での出来事、話題などがありましたら、総務課情報広聴係までお知らせください。 �48-3131内線211

む
ら
の
話
題
あ
っ
ち
こ
っ
ち



複
合
経
営
（
水
稲
・
酪
農
）
を
営
ん
で
お
ら
れ

る
渡
辺
憲
栄
さ
ん（
玉
井
字
中
原
）が
、
福
島
県

立
農
業
短
期
大
学
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、「
先

進
農
家
等
留
学
研
修
」
に
伴
い
研
修
生
を
受
入

れ
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

い
わ
き
市
出
身
の
研
修
生
生な

ま

田た

目め

さ
ん
は
、

「
技
術
や
農
業
経
営
の
学
習
だ
け
で
な
く
、
心

温
か
い
方
々
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
今
後
に
生

か
せ
る
人
生
経
験
が
で
き
感
謝
し
た
い
。」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
渡
辺
憲
栄
さ
ん
は
、「
新
し
い
技
術

や
先
進
的
な
発
想
な
ど
、
新
鮮
な
刺
激
が
た
く

さ
ん
あ
り
逆
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
学
ば
せ
て
も

ら
っ
た
。
今
後
も
意
見
交
換
し
な
が
ら
永
く
付

き
合
い
た
い
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
先
進
的
な
農
業
者
等
の
知
識

や
優
れ
た
技
術

及
び
経
営
等
に

つ
い
て
、
直
接

肌
で
感
じ
取
り

豊
か
な
農
業
観

や
職
業
観
な
ど

を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
に
六
月
二

十
三
日
か
ら
七

月
七
日
ま
で
の

十
五
日
間
の
日

程
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

村の花……桜　　村の木……松　　村の鳥……きじ第４７５号�

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
認
定

〜
鈴
木
宇
一
さ
ん（
大
山
字
谷
地
）〜

こ
の
度
、
鈴
木
宇
一
さ
ん
が
、
持
続

性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
導
入
計
画（
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
）
の
認
定
を
福
島
県
知

事
よ
り
受
け
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
現
在
一
七
六
ａ
の
水

田
で
、
水
稲
栽
培
に
取
組
ん
で
お
り
、

栽
培
の
重
要
課
題
で
あ
る
土
づ
く
り
や
、

減
化
学
肥
料
、
減
農
薬
の
た
め
努
力
を

し
、
郷
土
の
環
境
に
配
慮
し
実
需
者
が

求
め
る
「
安
全
・
安
心
・
お
い
し
い
」

米
作
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
、
環
境
に
や

さ
し
い
農
業
を
実
践
し
た
方
が
、
計
画

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、施
設
・

機
械
・
資
材
等
の
導
入
資
金
の
特
例
措

置
や
税
制
上
の
特
例
措
置
が
受
け
ら
れ

る
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
農
政
課
ま
で
。

～エコファーマーの認定を受けた鈴木宇一さん～

福
島
県
立
農
業
短
期
大
学

「
先
進
農
家
等
留
学
研
修
」

〜
渡
辺
憲
栄
さ
ん
（
玉
井
字
中
原
）
が
受
入
れ
農
家
に
〜

～（左）から渡辺啓子さん、研修生の生田目さん、渡辺憲栄さん～

多
様
な
国
際
交
流
の
機
会
を

〜
未
来
へ
の
翼
結
団
式
・
出
発
式
〜

七
月
二
十
一
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
平
成
十
六
年
度
事
業
の
未
来

へ
の
翼
結
団
式
が
開
催
さ
れ
、
二
十
七

日
に
は
出
発
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

結
団
式
で
は
、
団
員
を
代
表
し
菅
野

倖
大
朗
く
ん
（
大
玉
中
二
年
）
が
「
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
等
を
通
し
て
た
く
さ
ん
学
習

し
、
ひ
と
ま
わ
り
成
長
し
て
帰
村
し
た

い
。
そ
し
て
、
こ
の
経
験
を
今
後
の
学

習
や
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。」
と

挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

本
年
度
は
七
月
二
十
七
日
か
ら
八
月

二
日
（
七
日
間
）
の
日
程
で
、
中
学
生
二

十
六
名
、
引
率
者
四
名
が
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
多
様
な
交
流
を
通
じ
て
、
国
際

感
覚
な
ど
を
身
に
付
け
、
国
際
交
流
を

体
験
し
て
き
ま
し
た
。

七
日
間
の
日
程
を
終
了
し
、
無
事
大

玉
村
へ
帰
村
い
た
し
ま
し
た
。

～結団式で団員代表挨拶を述べる
菅野倖大朗くん～

～多くの関係者に見送られた出発式～

全

国

へ

発

送

〜
あ
だ
た
ら
高
原
酵
母
牛
ゆ
う
パ
ッ
ク
出
発
式
〜

七
月
九
日
、
國
分
農
場
㈲
（
玉
井
字

小
高
倉
）
に
お
い
て
あ
だ
た
ら
高
原
酵

母
牛
ゆ
う
パ
ッ
ク
出
発
式
が
行
わ
れ
、

お
中
元
ゆ
う
パ
ッ
ク
五
十
セ
ッ
ト
が
全

国
へ
発
送
さ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
郵
便
局
関
係
者
、
村
関
係

者
、
同
農
園
関
係
者
等
が
出
席
さ
れ
出

発
を
祝
い
ま
し
た
。

あ
だ
た
ら
高
原
酵
母
牛
は
、
国
分
農

場
が
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
食
品

工
場
等
か
ら
で
る
規
格
外
の
食
品
を
発

酵
さ
せ
た
酵
母
発
酵
飼
料
と
地
元
で
収

穫
さ
れ
た
ワ
ラ
を
使
用
し
て
育
て
ら
れ

た
牛
で
す
。
ま
た
、
あ
だ
た
ら
高
原
酵

母
牛
は
、
臭
み
が
少
な
く
、
や
わ
ら
か

い
肉
質
で
上
質
の
味
が
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

～出発を祝い、テープカットする関係者～



第４７５号１６・８・１５ 	広　報　お　お　た　ま

村
長
メ
モ
（
七
月
）

１
日
　
辞
令
交
付
式
。
県
北
家
畜

衛
生
推
進
協
議
会
総
会
（
福
島

市
）。
南
達
交
通
対
策
協
議
会
合

同
推
進
会
議
（
本
宮
町
）

２
日
　
安
達
地
方
市
町
村
会
議

（
二
本
松
市
）

３
日
　
福
島
県
看
護
協
会
安
達
支

部
総
会
（
二
本
松
市
）。
安
達
高

校
同
窓
会
総
会
（
二
本
松
市
）

４
日
　
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

５
日
　
総
務
省
主
催
合
併
三
法
説

明
会
（
福
島
市
）

８
日
　
駅
伝
実
行
委
員
会
結
成
会

議
９
日
　
県
北
商
工
会
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
（
本
宮
町
）。
あ
だ
た
ら

酵
母
牛
ゆ
う
パ
ッ
ク
出
発
式

11
日
　
県
消
防
操
法
大
会
本
宮
支

部
予
選
会
・
懇
親
会（
本
宮
町
）

12
日
　
本
宮
・
三
春
線
安
達
橋
開

通
安
全
祈
願
祭
・
開
通
式
（
本

宮
町
）。
福
島
県
町
村
会
正
副
会

長
会
議
（
福
島
市
）。
福
島
県
町

村
会
総
会
決
議
事
項
要
望
活
動

（
福
島
県
）。
国
道
４
号
景
観
懇

談
会
（
福
島
市
）

13
日
　
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
証

交
付
式
。
大
玉
村
勤
労
者
互
助

会
理
事
会
。
県
北
造
林
協
会
総

会
（
福
島
市
）。
大
玉
村
勤
労
者

互
助
会
総
会
・
交
流
会

14
日
　
福
島
県
青
果
物
価
格
補
償

協
会
来
庁
。
福
島
県
医
療
協
会

来
庁
。
ふ
る
さ
と
セ
ブ
ン
安
達

太
良
会
（
二
本
松
市
）

15
日
　
大
玉
村
レ
デ
ィ
ー
ス
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
。
福
島
県
国
保

連
合
会
理
事
会
（
福
島
市
）

16
日
　
南
達
交
対
協
交
通
安
全
車

両
パ
レ
ー
ド
合
同
出
発
式
（
本

宮
町
）

17
日
　
大
山
２
区
防
犯
協
力
会
総

会
18
日
　
本
宮
高
校
同
窓
会
総
会

（
本
宮
町
）

20
日
　
福
島
県
精
神
保
健
福
祉
協

会
県
北
支
部
総
会
（
福
島
市
）。

英
語
指
導
助
手
送
別
会

22
日
　
安
達
地
方
市
町
村
議
会
議

員
大
会
・
研
修
会
（
白
沢
村
）

23
日
　
安
達
地
方
広
域
行
政
組
合

議
会
７
月
定
例
会
・
懇
親
会
（
二

本
松
市
）。
安
達
地
方
土
地
開
発

公
社
理
事
会
（
二
本
松
市
）

24
日
　
大
住
書
道
ク
ラ
ブ
納
涼
会

（
本
宮
町
）

26
日

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
。
福
島
県
農
業
信
用
基
金
協

会
理
事
会
（
福
島
市
）

27
日
　
安
達
地
方
正
副
管
理
者
視

察
研
修
（
埼
玉
県
・
東
京
都
）

28
日
　
福
島
県
町
村
長
中
央
研
修

（
東
京
都
）

29
日

山
ノ
入
ダ
ム
安
全
祈
願
祭
・

竣
工
式
・
祝
賀
会
（
安
達
町
）。

幅
広
い
交
流
を
通
じ
て
学
習

〜
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
・
花
壇
の
草
む
し
り
〜

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
暑

気
払
い
。

30
日
　
庁
議
。
福
島
県
国
保
連
合

会
総
会
（
福
島
市
）。
市
町
村
職

員
年
金
者
連
盟
二
本
松
・
安
達

支
部
総
会
（
二
本
松
市
）。
産
業

建
設
常
任
委
員
会
暑
気
払
い
。

31
日
　
安
達
地
方
手
を
つ
な
ぐ
親

の
会
ふ
れ
あ
い
の
集
い
（
二
本

松
市
）。
お
お
た
ま
夏
ま
つ
り
前

夜
祭

七
月
二
十
七
日
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
の
利
用

者
の
方
々
が
春
に
種
を
ま
い

た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
、
ふ
れ
ん

ど
り
ー
大
玉
と
お
お
た
ま
こ

ど
も
ク
ラ
ブ
の
両
メ
ン
バ
ー

約
四
十
名
が
共
同
で
ジ
ャ
ガ

イ
モ
掘
り
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
七
月
二
十
九
日

に
は
村
内
の
花
壇
の
草
む
し

り
を
両
メ
ン
バ
ー
で
行
い
ま

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
畑
を
無
償
で
お
貸

し
い
た
だ
い
た
菊
地
卯
一
さ

ん
（
玉
井
字
北
ノ
内
）
や
、
畑

の
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
方
々
や
、
こ
の
よ
う
な
形

で
交
流
の
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
等
へ
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご

指
導
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

～ジャガイモをたくさん収穫しました～

～一生懸命花壇の整備をしました～

し
た
。
そ
の
後
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
の
利
用
者

の
方
々
と
共
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
祭
を
行
い
新
鮮
な
ジ

ャ
ガ
イ
モ
を
食
べ
た
り
、
流
し
そ
う
め
ん
等
を
行
い
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
ふ
れ
ん
ど
り
ー
大
玉
主
催
で
行
わ
れ

た
も
の
で
夏
休
み
の
体
験
学
習
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
自

分
の
力
で
一
生
懸
命
物
事
を
や
り
と
げ
る
事
の
大
切
さ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
社
会
の
一
員
と
し
て
社
会
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東東東東
ああああ
だだだだ
たたたた
らららら

大大大大
玉玉玉玉
のののの
会会会会

神
奈
川
県
藤
沢
市
在
住

須
　
藤
　
　
　
正

（
大
山
字
南
小
屋
出
身
）

明
治
大
学
農
学
部
教
授

箱
�

美
義

関
東
あ
だ
た
ら
大
玉
の
会

（
玉
井
字
馬
喰
内
出
身
）

（
④
つ
づ
き
）

ち
ょ
う
ど
一
年
余
前
、
春
た

け
な
わ
の
五
月
初
め
頃
、
お
お

た
ま
の
誇
り
、
自
慢
と
伝
統
の

コ
メ
ど
こ
ろ
の
西
庵
前
、
馬
喰

内
前
、
中
原
や
神
原
田
な
ど
あ

ち
ら
こ
ち
ら
田
ん
ぼ
く
ろ
を
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
に
足
の
向
く
ま
ま

赴
く
ま
ま
、
そ
し
て
気
ま
ま
に

漫
歩
、
散
策
し
た
。

い
に
し
え
甦
る
歩
く
田
ん
ぼ

く
ろラ

ッ
キ
ー
な
こ
と
に
空
も
遥

か
彼
方
も
、
辺
り
一
面
見
渡
す

限
り
、
な
ぜ
か
と
て
も
青
く
澄

み
き
っ
て
い
た
。
こ
れ
ぞ
ま
さ

し
く
眺
望
絶
佳
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
。
ど
の
田
ん
ぼ
み
て
も
田

植
間
も
な
い
、
見
る
か
ら
に
未い
ま

だ
お
ぼ
つ
か
な
い
早
苗
が
揃
っ

て
水
面
み
な
も

で
繰
り
返
し
寄
せ
来
る

皐
月

さ
つ
き

の
そ
よ
風
、
さ
ざ
波
に
、
と

め
ど
も
な
く
体
か
ら
だ
い
っ
ぱ
い
揺
さ

ぶ
ら
れ
て
い
た
。

日
差
し
強
く
、
と
て
も
明
る

い
昼
間
の
時
の
せ
い
な
の
か
、

ま
っ
た
く
そ
の
影
、
姿
す
ら
見

え
ず
分
か
ら
な
い
、
そ
の
蛙
の

鳴
く
い
く
え
の
声
が
ご
く
近
間

か
ら
春
を
告
げ
、
仲
間
を
呼
び

誘
う
弾は

ず

ん
だ
甲か

ん

高だ
か

い
、
そ
し
て

ま
た
遠
い
彼
方
か
ら
か
す
か
に

低
く
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
繰

り
返
し
耳
も
と
へ
や
っ
と
の
こ

と
聞
こ
え
と
ど
く
。
そ
れ
ら
蛙

鳴
く
声
は
独
唱
の
ソ
プ
ラ
ノ
や

テ
ノ
ー
ル
な
ど
だ
っ
た
り
、
合

唱
団
の
大
合
唱
だ
っ
た
り
、
そ

の
有
様
は
さ
す
が
コ
メ
ど
こ
ろ

お
お
た
ま
な
ら
で
は
の
田
園
そ

の
も
の
の
味
わ
い
と
賑に
ぎ

や
か
さ

で
あ
っ
た
。
こ
の
賑に
ぎ

わ
い
響
き

は
一
段
と
た
そ
が
れ
ど
き
も
、

そ
し
て
よ
も
す
が
も
村
の
す
み

ず
み
ま
で
も
冴
え
響
き
渡
り
聞

こ
え
と
ど
く
。
い
つ
も
な
が
ら

田
植
季
節
の
連
日
連
夜
め
ぐ
り

く
る
そ
の
ド
ラ
マ
、
感
動
と
思

い
は
果
て
る
こ
と
な
く
続
く
時
、

歳
を
越
え
未い

ま

だ
記
憶
、
耳
新
し

く
と
て
も
懐
か
し
い
。
そ
の
情

景
は
お
お
た
ま
思
い
あ
る
た
び

に
目
前
い
っ
ぱ
い
に
く
り
広
が

る
。
五
十
二
年
前
、
村
を
後
に

し
た
筆
者
の
生
涯
に
と
っ
て
忘

れ
る
こ
と
な
く
か
け
が
え
の
な

い
と
て
も
大
切
な
一
コ
マ
と
な

っ
て
脳
裡
に
し
っ
か
り
生
き
続

け
る
に
違
い
な
い
。（

つ
づ
く
）

箱
�
教
授
の
シ
リ
ー
ズ

く
ろ（
あ
ぜ
・
畔
・

）歳
時
記
⑤

三
月
二
十
六
日
、
玉
井
中
学
校

（
昭
和
二
十
九
年
度
第
八
回
卒
業
）

の
同
級
会
が
鬼
怒
川
温
泉
で
開
催

さ
れ
る
と
い
う
通
知
を
代
表
の
佐

藤
政
治
氏
か
ら
届
い
た
。

開
催
地
は
、
私
た
ち
ふ
る
さ
と

を
離
れ
、
村
の
留
守
を
守
り
、
村

を
支
え
下
さ
っ
て
い
る
在
村
の
伊

藤
幸
男
氏
、
渡
辺
マ
チ
ヨ
氏
の
両

幹
事
の
配
慮
に
よ
り
、
大
玉
村
と

東
京
・
埼
玉
・
千
葉
・
神
奈
川
県

関
東
地
方
の
中
間
で
あ
る
栃
木
県

鬼
怒
川
温
泉
で
、（
男
２１
名
、
女
２２

名
、
計
４３
名
が
出
席
）
六
月
二
十

六
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
お
お
る
り

に
て
同
級
会
を
開
催
し
た
。

十
二
時
、
ゆ
け
む
り
会
館
で
、
福

島
・
郡
山
・
大
玉
村
と
、
私
た
ち

関
東
地
方
と
合
流
と
な
り
、
本
日

の
旅
の
宿
、
ニ
ュ
ー
お
お
る
り
で

全
員
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。

八
階
全
館
、
私
た
ち
の
部
屋
で

独
占
と
な
っ
た
。

各
部
屋
割
り
に
よ
り
私
た
ち
の

部
屋
八
一
〇
号
室
に
入
室
し
た
四

名
は
、久
し
ぶ
り
の
再
会
を
祝
い
、

ビ
ー
ル
で
乾
杯
と
な
り
、
近
況
の

状
況
等
で
語
り
合
っ
て
い
る
う
ち

に
宴
会
時
間
と
な
り
、
一
風
呂
浴

び
て
、
十
八
時
、
二
階
大
広
間
へ

全
員
集
合
し
た
。

大
広
間
前
面
中
央
に
は
「
祝
・

玉
井
中
学
校
昭
和
二
十
九
年
度
卒

業
第
八
回
同
級
会
」
の
た
れ
幕
の

下
で
、
本
日
の
幹
事
で
あ
る
伊
藤

幸
男
氏
の
司
会
に
よ
り
、
惜
し
く

他
界
さ
れ
た
方
々
に
一
分
間
の
黙

祷
を
捧
げ
て
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し

た
。同

級
会
代
表
の
佐
藤
政
治
氏
の

あ
い
さ
つ
に
引
続
き
、
近
況
の
報

告
後
宴
会
と
な
っ
た
。

文
化
祭
に
は
村
内
駅
伝
マ
ラ
ソ

ン
大
会
で
肩
に
タ
ス
キ
を
掛
け
て

一
区
か
ら
八
区
ま
で
八
人
で
走
り
、

途
中
坂
道
を
登
っ
た
時
苦
し
か
っ

た
こ
と
、
品
評
会
で
は
、
我
が
家

の
大
根
、
白
菜
等
野
菜
を
出
品
し

て
金
・
銀
・
銅
賞
に
入
賞
し
た
こ

と
。
ま
た
、
木
の
枝
の
カ
ラ
ス
の

巣
を
外
し
た
た
め
に
カ
ラ
ス
に
追

い
か
け
ら
れ
た
こ
と
等
々
の
思
い

出
話
で
あ
っ
た
。

特
に
宴
会
で
は
、
渡
辺
マ
チ
ヨ

氏
、
旧
姓
中
塚
テ
ル
子
氏
、
旧
姓

中
塚
正
子
氏
の
三
氏
に
よ
る
「
ハ

ワ
イ
ア
ン
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
」
の
踊

り
は
格
別
な
も
の
で
し
た
。

三
氏
の
踊
り
は
、
実
に
見
事
な

も
の
で
全
員
が
拍
手
と
な
り
、
拍

手
は
し
ば
ら
く
の
間
、
な
り
や
ま

な
か
っ
た
ほ
ど
盛
り
上
が
っ
た
。

あ
の
日
、
あ
の
こ
ろ
の
思
い
出

話
し
で
、
話
し
つ
き
な
い
語
ら
い

で
夜
が
ふ
け
た
。

二
十
七
日
、
十
二
時
ゆ
け
む
り

会
館
を
後
に
、な
ご
り
お
し
む
中
、

大
玉
方
向
・
船
橋
・
松
戸
・
新
宿

方
向
に
向
か
っ
て
、
車
中
か
ら
手

を
振
り
合
う
中
、
バ
ス
は
そ
れ
ぞ

れ
出
発
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
日
の

同
級
会
を
企
画
し
て
く
だ
さ
っ
た

幹
事
の
伊
藤
さ
ん
、
渡
辺
さ
ん
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
紙
面
を
お
か
り
し
て
一
言

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

楽
し
か
っ
た
同
級
会
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米
作
り
の
大
変
さ

大
玉
中
一
年
（
現：

二
年
）

官
野
　
由
佳
さ
ん

五
月
の
上
旬
に
、
私
は
父
に
、

「
田
植
え
を
す
る
ぞ
ー
。」

と
言
わ
れ
た
の
で
、
田
植
え
を

手
伝
い
ま
し
た
。
朝
早
く
起
き

て
、
汚
れ
な
い
格
好
を
し
、
家

族
全
員
で
苗
を
育
て
て
い
る
ハ

ウ
ス
に
行
き
ま
し
た
。
軽
ト
ラ

ッ
ク
に
、
み
ん
な
で
一
生
懸
命

育
て
た
苗
を
た
く
さ
ん
乗
せ
て
、

父
と
一
緒
に
、
自
分
達
の
田
ん

ぼ
に
向
か
い
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
に
つ
い
た
ら
、
さ
っ

そ
く
田
植
え
に
入
り
ま
し
た
。

父
は
機
械
で
苗
を
植
え
て
い
ま

し
た
。
姉
と
私
は
、
田
ん
ぼ
の

泥
を
平
ら
に
し
た
り
、
機
械
の

苗
が
な
く
な
っ
た
ら
、
父
に
苗

を
渡
し
た
り
し
ま
し
た
。
田
ん

ぼ
の
泥
を
平
ら
に
し
て
い
る
と

き
、
田
ん
ぼ
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ

し
て
い
て
、
長
ぐ
つ
が
泥
に
は

ま
っ
て
抜
け
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
っ
た
く
足
が
動

か
な
く
て
、
無
理
や
り
動
か
そ

う
と
し
て
い
た
ら
、
体
全
体
が

倒
れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で

も
、
祖
母
と
姉
が
ひ
っ
ぱ
っ
て

助
け
て
く
れ
ま
し
た
。

特
に
私
が
や
っ
て
い
て
楽
し

か
っ
た
と
思
う
仕
事
は
、
苗
に

水
を
あ
げ
る
仕
事
で
す
。
私
自

身
は
び
ち
ゃ
び
ち
ゃ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
け
ど
、
働
い
て
ほ
て

っ
た
体
に
冷
た
い
水
が
気
持
ち

よ
く
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

お
昼
を
す
ぎ
て
も
終
わ
ら
な

か
っ
た
の
で
、
私
は
、

「
田
植
え
っ
て
簡
単
そ
う
で
と
て

も
大
変
だ
な
・
・
・
。」

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
日
た

っ
て
も
終
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
、

「
い
つ
も
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に

食
べ
て
い
る
お
米
を
作
る
の
は
、

と
て
も
大
変
な
作
業
を
す
る
ん

だ
な
・
・
・
。」

と
思
い
、
私
は
二
日
目
も
手
伝

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
日
目

の
お
昼
過
ぎ
に
、
や
っ
と
田
植

え
が
完
了
し
ま
し
た
。
完
了
し

た
時
の
喜
び
は
、
い
つ
も
以
上

に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
私
は

田
植
え
を
手
伝
っ
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

五
月
の
上
旬
に
や
っ
た
田
植

え
は
、
今
で
は
立
派
な
お
米
に

な
っ
て
、
私
は
毎
日
自
分
達
で

作
っ
た
お
い
し
い
米
を
食
べ
て

い
ま
す
。
今
年
は
冷
害
に
よ
っ

て
、
お
米
が
例
年
よ
り
と
れ
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
雨
ば
か
り

降
っ
て
、
気
温
の
上
が
ら
な
い

日
々
の
父
の
気
苦
労
は
大
変
な

も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
農

業
は
、
天
候
と
の
勝
負
な
の
で
、

だ
れ
を
う
ら
む
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。

収
穫
ま
で
八
十
八
の
手
間
が

か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

わ
た
し
は
ほ
ん
の
一
部
の
手
伝

い
を
し
た
だ
け
で
す
。
で
す
か

ら
、
米
作
り
の
本
当
の
大
変
さ

な
ど
は
ま
だ
ま
だ
実
感
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
私
は
、
来
年
は
、
で

き
れ
ば
苗
作
り
か
ら
収
穫
ま
で
、

一
連
の
作
業
を
ひ
と
と
お
り
手

伝
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
お
い
し
い
お
米
に
仕
上
げ

る
た
め
に
は
、
ど
こ
に
ど
ん
な

苦
労
が
あ
る
の
か
も
っ
と
探
っ

て
み
た
い
と
思
う
の
で
す
。

米
は
、
日
本
の
主
食
で
す
。

今
は
、
外
国
か
ら
輸
入
し
た
り

し
て
い
ま
す
が
、
農
薬
が
日
本

の
基
準
以
上
使
わ
れ
て
い
た
り
、

安
全
面
の
問
題
も
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
い
つ
も
、
お
い
し

く
て
、
体
に
い
い
食
べ
物
を
安

心
し
て
食
べ
ら
れ
る
国
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

作文コンクール
2作品を紹介します～
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白
さ
い
と
り

大
山
小
二
年
（
現：

三
年
）

渡
辺
　
勇
人
く
ん

ぼ
く
が
、
家
の
前
で
サ
ッ
カ

ー
を
し
て
い
た
ら
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
が
、
け
い
ト
ラ
ッ
ク
に
の

っ
て
出
か
け
る
と
こ
ろ
だ
っ
た

の
で
、
ぼ
く
は
、

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ど
こ
に
行
く

の
。」

と
聞
き
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
、

「
白
さ
い
と
っ
て
く
る
ん
だ
。」

と
言
っ
た
の
で
、
ぼ
く
も
い
っ

し
ょ
に
の
っ
て
行
き
ま
し
た
。

白
さ
い
は
、
家
か
ら
少
し
は

な
れ
た
と
こ
ろ
の
は
た
け
に
い

っ
ぱ
い
、
作
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
白
さ
い
の

ね
っ
こ
を
ほ
う
ち
ょ
う
で
切
り

は
な
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

一
り
ん
車
で
け
い
ト
ラ
ッ
ク
の

と
こ
ろ
ま
で
は
こ
び
ま
す
。
ぼ

く
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
切
り

は
な
し
た
じ
ゅ
ん
か
ら
、
一
り

ん
車
に
の
せ
て
は
こ
び
ま
し
た
。

一
り
ん
車
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
の
が
む
ず
か
し
く
て
た
お
れ

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
何
回
も

は
こ
ん
だ
の
で
、
つ
か
れ
ま
し

た
。つ

ぎ
に
、
ぼ
く
は
、
ト
ラ
ッ

ク
の
に
だ
い
に
上
が
っ
て
、
白

さ
い
を
な
ら
べ
て
い
き
ま
し
た
。

白
さ
い
一
つ
で
も
け
っ
こ
う
お

も
く
て
、
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の

で
こ
し
が
い
た
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
の
で
、
い
っ
た
ん
家

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
ん
ど
は
、
そ
れ
を
家
の
な

や
の
下
に
ま
た
な
ら
べ
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

「
も
う
一
回
は
た
け
に
行
く
ぞ
。」

と
言
っ
た
け
ど
、
ぼ
く
は
、
も
う

つ
か
れ
た
の
で
行
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
日
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
ト
ラ
ッ
ク
で
二
回
は
こ
ん

で
き
ま
し
た
。
な
ら
べ
て
あ
る

白
さ
い
を
見
た
ら
す
ご
い
数
で

し
た
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
何
こ
ぐ

ら
い
あ
る
の
。」

と
聞
い
た
ら
、

「
う
ー
ん
、
二
百
こ
い
じ
ょ
う
は

あ
っ
ぺ
な
。
ま
だ
、
あ
と
百
こ

く
ら
い
は
た
け
に
お
い
て
き
た

ん
だ
。」

と
言
い
ま
し
た
。

「
な
ん
で
、
こ
ん
な
に
い
っ
ぺ
ん

に
と
っ
ち
ゃ
う
の
。」

と
聞
く
と
、

「
は
た
け
に
お
い
て
お
く
と
、
冬

は
し
み
る
か
ら
だ
ぞ
。」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
白
さ

い
に
は
、
毛
ふ
や
シ
ー
ト
が
か

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
白
さ
い
で
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
つ
け
も
の
を
作
り
ま
す
。

ぼ
く
は
、
こ
の
白
さ
い
の
つ
け

も
の
が
大
す
き
で
す
。

農作業体験学習
～今月は入賞作品の
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脳血管疾患には�

①脳の動脈が詰まって血液の流れが妨げられる脳梗塞�
②脳の動脈が破裂して出血する脳出血�
③脳動脈瘤が破裂するくも膜下出血�
があります。�

　様々な原因が考えられますが、脳出血の最大の原因は

高血圧と言われています。�

　血圧が高いと血管にいつも負担がかかり、傷んでしま

うのです。�

　また、脳梗塞は高脂血症が引き金になることが多いようです。�

さらに、水分の不足によって、脳梗塞になりやすいことをご存知でしたか？�

脳梗塞は、午前中に起こりやすいと言われています。これは、寝ている間に汗をたくさ

んかいて水分が奪われてしまい、どろどろした血液が詰まって脳梗塞を起こす危険性が

高いためです。�

「朝起きぬけに一杯の水を飲む」こんな習慣から、脳血管疾患予防を考えてみませんか？�

脳血管疾患を予防しよう①�脳血管疾患を予防しよう①�

6月27日（日）保健センターにおいて『介護者のつどい』を開催しました。

この日のメインは“そば打ち体験”で、鈴木宇一さんを講師に招き、手打ちそばのご指導をいただきました。

思った以上に力仕事ではありましたが皆さん、協力しあってそば粉をこね、みごと“そば”に仕上げるこ

とができました。

ゆであがったそばを美味しく食べながら日頃の介護の苦労

ばなしなども語らい、皆さんが「また、頑張ろうね」「楽

しかったよ。また来るね」と笑顔で帰っていきました。

日々、介護に追われる中のわずか数時間ではありました

が、楽しいひとときを過ごし、リフレッシュしていただく

ことができました。

次回は11月ごろ、日帰り旅行を計画しています。日々在

宅介護で頑張っている方、ちょっと一息つきませんか？

「家族ほど近すぎず、他人ほど遠すぎない場で、私たちと一緒に考えていきませんか。」
大玉村在宅介護支援センター　�48-3131（内線296）

介護者のつどい開催される
●楽しかったよ　また来っぺない！！●
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　肺炎は、冬に多いかぜやインフルエンザから引き起こされるものが想像されますが、食べカスなどを唾液といっ�
しょに気管へ誤って飲み込んでしまうことが原因でも起こすものがあります。誤って飲み込んでしまうことを「誤燕」
といい誤燕した物が肺の中で炎症を起こすことを「誤燕性肺炎」といいます。脳血管疾患（脳梗塞や脳出血）をも
つ高齢者は特に注意が必要です。脳の働きである飲み込む反射（燕下反射）や咳反射の障害により、本人が知らな
いうちに少しずつ誤燕してしまうからです。かぜやインフルエンザによる肺炎は防げても、なかなか防げないのが誤
燕性肺炎です。�
予防するには………�
①　正しい歯みがき法で口の中を清潔にしましょう�
②　舌のはたらきを鍛えましょう�
�
�
�
�
�
③　顔面体操で口の中の維持や向上をはかりましょう�
�

このページに関するお問い合わせは、健康福祉課 � 48－3131

Ｑ：食中毒の予防には、食品を加熱すれば大丈夫ですか? 
Ａ：食中毒菌は熱に弱いものが多く、加熱調理すればほとんど死ん 

でしまいます。 
しかし、加熱する前の食品についていた菌が手や調理器具に残っていたために、   
せっかく加熱した料理や他の食品に菌がついてしまうこともあります。これを2次 
感染といいます。予防には加熱ばかりではなく、手や調理器具（まな板、包丁等）を 
清潔にすることも重要です。 

　70歳以上の高齢者を対象に7月2日から7月9日まで実施し
た高齢者健診は、70歳以上の高齢者1,523名中445名（29.2
％）の方が受診されました。また、高齢者健診を受けられな
かった方々にご協力を頂き訪問調査を400件実施いたしまし
た。「寝たきりにならない」「寝たきりを作らない」など介
護予防を目的として、健診では「握力、歩行速度、開眼片足
立など5種類の簡単な体力測定と心身の状態や日常生活の様
子など問診」を、未受診者の方には「健診同様の心身の状態
や日常生活の様子など問診」を行いました。今後、これらの
結果を基に、結果説明会や健康づくり・介護予防事業を実施
していく予定です。�

�

“健康づくり・介護予防事業（高齢者健診及び高齢者健診未受診者調査）”を実施しました�

健康相談室�

夏だからといって�
油断はできません�

�

・前に出し入れベロベロ� ・上下に動かす　� ・右回り、左回りにグルリとまわす�

・口の脇を引いて頬を上げ目をしっかり閉じる� ・口の脇をしっかり閉じて頬をふくらまし�
左右に目を動かす�

・思い切り口と目を開ける�

・右、左に動かす�

�

誤燕性肺炎って？�



も
、
是
非
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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│
│
│
│
　
こ
の
頁
の
問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習
課
�
48
―
３
１
３
９
　
│
│
│
│

た
だ
今
、
ふ
る
さ
と
ホ
ー
ル
展

示
室
に
お
い
て
、【
大
玉
墨
絵
愛
好

会
作
品
展
】
の
企
画
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
杉
原
義
男
さ
ん
を
は

じ
め
と
す
る
、
十
数
名
の
メ
ン
バ

ー
の
方
々
の
作
品
を
多
数
展
示
し

て
い
ま
す
。
墨
絵
に
興
味
の
あ
る

方
は
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
触
れ
る

機
会
が
な
か
っ
た
と
い
う
方
々
に

七
月
二
十
七
日
か
ら
七
月
三
十

日
ま
で
の
三
泊
四
日
の
日
程
で
中

学
生
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
自
然
と

遊
ぼ
う
」。
バ
ン
ブ
ー
ク
ラ
フ
ト
や

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
・
星
空
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
体
験
に
と
ま
ど
い
も
あ

り
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち
で
モ
ノ

を
作
る
楽
し
さ
や
仲
間
と
の
協
力

は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
大
き
な

成
長
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ヌ
ー
に
も
挑

戦
し
、
パ
ド
ル
を
一
所
懸
命
こ
ぐ

姿
が
印
象
的
で
し
た

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
自
然

の
素
晴
ら
し
さ
と
野
外
活
動
の
楽

し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

去
る
七
月
二
十
二
日
か
ら
二
十

三
日
の
一
泊
二
日
の
日
程
で
わ
ん

ぱ
く
広
場
『
宿
泊
体
験
』
を
国
立

磐
梯
青
年
の
家
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
二
十
四
名
の
わ
ん
ぱ
く
達
が

参
加
し
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン

ド
ル
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
等
を
楽
し
み
ま
し
た
。

初
め
の
う
ち
は
恥
ず
か
し
が
っ

て
い
た
わ
ん
ぱ
く
達
も
、
少
し
ず

つ
打
ち
解
け
合
っ
て
最
後
に
は
、

学
校
の
枠
が
感
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

仲
良
し
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

家
庭
か
ら
離
れ
、
友
達
同
士
で

協
力
し
合
い
な
が
ら
生
活
し
た
経

験
は
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
大
き

な
自
信
と
意
欲
に
つ
な
が
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
有
意
義
な
宿
泊
体

験
で
し
た
。

ふ
る
さ
と
ホ
ー
ル
　

企
画
展
開
催
中

夏
の
お
も
い
で
い
っ
ぱ
い
！

中
学
生
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

わ
ん
ぱ
く
広
場

楽
し
か
っ
た『
宿
泊
体
験
！
』

大玉村駅伝実行委員会から

●　ふるさとセブンあだち駅伝大会
平成１６年９月１９日（日）

●　ふくしま駅伝大会
平成１６年１１月２１日（日）

※毎週、火曜・金曜の午後６時から
大玉中学校グランドで練習をしております。
応援に来て下さい。



第４７５号 １６・８・１５� 広　報　お　お　た　ま

○
大
玉
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

・
大
玉
村
芸
能
発
表
実
行
委
員
会

よ
り
四
万
五
百
九
十
円

・
菅
原
舞
踊
会
よ
り
一
万
円

・
一
・
一
睦
会
よ
り
四
万
七
千
円

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

～一・一睦会より寄付が手渡されました～

現
衛
生
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処
理
場
）
の
施
設
老
朽
化
に
伴
い
、
平
成
１４
年
度
よ
り
建

設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
、
安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
（
仮
称
）
汚
泥
再
生
処
理
セ

ン
タ
ー
が
、
平
成
１７
年
３
月
に
新
し
く
完
成
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
新
施
設
の
名
称
を
地
域
の
方
々
か
ら
募
集
い
た
し
ま
す
。

親
し
み
や
す
い
、
施
設
の
名
称
の
名
付
け
親
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
施
設
の
概
要

・
ご
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
、
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
の
処
理
を
行
い
、
土
壌
改
良
剤

な
ど
に
使
え
る
「
炭
」
を
生
産
し
、
循
環
型
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。

・
施
設
の
場
所
…
二
本
松
市
上
竹
地
内

○
応
募
資
格

二
本
松
市
、
安
達
郡
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
募
集
期
間

平
成
１６
年
９
月
１
日
か
ら
平
成
１６
年
９
月
３０
日
（
２４：

００
）
ま
で

（
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
）

○
応

募

先

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
・
自
治
セ
ン
タ
ー
（
地
域
振
興
課
内
・
名
称
募
集
係
）

〒
９
６
４
―
０
９
１
７
　
二
本
松
市
本
町
１
―
６０
―
２

E-M
ail：

chiiki-shinkou@
adachi-kouiki.nihonm

atsu.fukushim
a.jp

○
表
彰（
副
賞
）

・
優
秀
採
用
名
称
（
１
点
）・
賞
状
・
副
賞
３
０
、０
０
０
円
相
当
の
金
品

（
同
一
名
称
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

・
入
選
（
１０
点
以
内
）・
賞
状
・
副
賞
１
０
、０
０
０
円
相
当
の
金
品

○
応
募
に
対
し
て
の
注
意

応
募
は
、
一
回
の
応
募
に
つ
き
１
点
で
、
お
一
人
様
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
上
記

ま
で
郵
送
（
は
が
き
）
ま
た
は
、
メ
ー
ル
を
使
用
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
連
絡

先
を
明
記
の
う
え
、「
名
称
募
集
係
」
ま
で
ご
応
募
願
い
ま
す
。

な
お
、
入
賞
発
表
は
、
該
当
者
に
の
み
通
知
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
名
称
に
対
し
て
の
権
利
は
、
安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
に
帰
属
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
は
、
安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
（
０
２
４
３
―
２
２
―
１
１
０
１
）
ま
で
】

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
（
仮
称
）
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
・
ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集

福
島
地
方
法
務
局
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と
し
て
、
法
務
局
で

取
り
扱
っ
て
い
る
登
記
、
人
権
擁
護
、
戸
籍
、
国
籍
、
供
託
な
ど
の
各
業
務
に

つ
い
て
、
皆
様
か
ら
気
軽
に
御
相
談
い
た
だ
け
る
よ
う
相
談
所
を
開
設
い
た
し

ま
す
。

１
　
日
時
　
平
成
十
六
年
九
月
十
二
日（
日
）

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

２
　
場
所
　
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

３
　
内
容
　
夫
婦
・
家
庭
内
の
問
題
、
お
年
寄
り
・
子
ど
も
の
虐
待
、
い
じ
め
・
体

罰
問
題
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
障
害
者
の
差
別
問
題
、
遺
産

相
続
・
土
地
の
境
界
問
題
、
登
記
の
手
続
き
、
地
代
・
家
賃
等
の
供
託
、
戸

籍
・
国
籍
な
ど
に
つ
い
て

４
　
そ
の
他
　
電
話
相
談
も
併
せ
て
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

�
０
２
４
―
５
３
４
―
２
０
２
１

�
０
２
４
―
５
３
６
―
１
１
５
５

�
０
２
４
―
５
３
６
―
１
１
７
４

＊
　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
　
福
島
地
方
法
務
局
総
務
課
　
�
０
２
４
―
５
３
４
―
１
１
１
１
）

国
土
交
通
省
・
福
島
県
　
相
馬
市
は
、
相
馬
港
内
の
施
設
を
バ
ス
と
船
で
巡

る
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

九
月
二
十
六
日（
日
）荒
天
中
止
は
、
十
月
三
日（
日
）に
順
延
　
　

午
前
十
時
半
か
ら
と
午
後
一
時
半
か
ら
の
二
回
開
催（
各
二
時
間
）

▼
募
集
定
員

親
子
八
十
名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
資
格

小
中
学
生
で
保
護
者
同
伴
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
見
学
終
了
後
に
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法

は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、
希
望
す
る
時
間
と
参
加
者
全
員
の
　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
学
年
・
電
話
番
号
を
明
記
の
こ
と

▼
締
切

八
月
二
十
七
日（
金
）必
着

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局

相
馬
港
事
務
所
　
見
学
会
担
当

〒
９
６
７
―
０
０
２
１
　
相
馬
市
原
釜
字
大
津
２
１
８

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
４
―
３
８
―
６
１
４
３
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
４
―
３
８
―
６
３
０
２

親
子
で
楽
し
む
相
馬
港
見
学
会
参
加
者
募
集

「
法
務
な
ん
で
も
無
料
相
談
所
」
の
開
設



◆◆◆冠婚葬祭互助会㈱アンサージの債権の申し出をされた方へ◆◆◆

●英語指導助手の2人を紹介いたします。●
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3年間お世話になりました�
チャンダン・クローさんからのメッセージ�

　3年間過ぎてみると、

私にとって大玉村は思い

出多い特別なところにな

りました。�

　大玉中の生徒や先生方

と過ごしたことは、楽し

く、刺激があり、生涯忘れ

ることはないでしょう。�

　村や農村地帯は、大都市に比べて見劣ると

思う大都市の人々がいるかもしれないが、私

は3年間大玉村に住んでみて、もう他のとこ

ろには住みたくないと思うほど大玉村はすば

らしいところです。�

　最後に3年間すばらしい時間を共に過ごし

た大玉村のみなさんに感謝申し上げます。こ

れから1年間は、いわき市の小学校で英語の

指導をします。必ず大玉村に遊びに来ますの

で、どうぞよろしくお願いします。�

　名前は、ステファン・

パラニックさんといい

ます。彼はカナダで生

まれ、大学ではコンピ

ュータサイエンスを専

攻し今年の6月に卒業

しました。�

　5年間習っている空

手が趣味で、ラーメンとすしが大好物です。�

　大玉村は、「緑がきれいで、村民の皆さんは

とても親切でとてもやさしい」と話してくれ

ました。�

　これからの英会話指導では、「大玉村の生徒

達と有意義な時間を過ごし、皆さんから信頼�

される英語の先生になるために努力します」

と抱負も語っていただきました。中学校での

英語指導が主となりますが、今後ともよろし

くお願いいたします。�

これからご指導くださる�
ステファン・パラニックさんの紹介�

福島地方法務局郡山支局
㈱アンサージが民事再生手続を行ったことにより、これまで会員の皆様がお支払いになった前受金

（掛金）の還付を希望された方は、１０月下旬ころから、法務局郡山支局において供託金の還付を受け
ることができます。
供託金の還付手続は、１０月中旬ころ、東北経済産業局から、前受金（掛金）の還付を希望された会

員の皆様に、供託金の払渡手続に関する書類が送付されることになっていますので、同封された説明
書に従って手続をお願いします（還付金額１０万円以上の方は発行から３か月以内の印鑑証明書が必要
になります）。
また、短期間のうち集中して多数の方が法務局郡山支局に来庁され、還付手続をされますと、法務局
郡山支局の窓口は相当混雑し、皆様方に長時間、お待ちいただくことが予想されます。したがいまして、
還付を希望された会員の皆様は、出来る限り同封された封筒を利用して、郵送による払渡請求をお願い
します。
なお、直接、法務局郡山支局で還付手続をされる場合、駐車スペースに限りがありますので、バス等
のご利用をお願いします。
※　問い合わせ先　福島地方法務局郡山支局　０２４－９２７－７６６０

又は　福島地方法務局　供託課　０２４－５３４－１９７１



○
小
作
地
の
所
有
状
況
の
縦
覧
に
　

つ
い
て

農
地
法
第
８４
条
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
１６
年
８
月
１
日
現
在
の
小
作

地
の
所
有
の
状
況
に
つ
い
て
、
下

記
に
よ
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
、

縦
覧
の
上
、
調
査
事
項
等
に
不
服

等
の
あ
る
方
は
、
当
農
業
委
員
会

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

記

縦
覧
期
間

平
成
１６
年
９
月
１
日
か
ら
９

月
３０
日
ま
で
の
執
務
時
間
内

縦
覧
場
所

大
玉
村
農
業
委
員
会
事
務
局
　

（
役
場
内
）

【
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
】

日
時：

９
月
１０
日（
金
）

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所：

大
玉
村
保
健
セ
ン
タ
ー

担
当
医
師：

板
倉
病
院
　

医
師
　
工
藤
　
朝
子
　
先
生

※
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
８
月
３１

日（
火
）ま
で
健
康
福
祉
課
健
康

推
進
係
（
電
話
４
８
―
３
１
３

０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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１．

来
年
、
平
成
１６
年
分
の
農
業
所
得
を
収
支
計
算
に
よ
り
申
告
さ
れ

る
方
は
、
関
係
す
る
領
収
書
等
を
今
か
ら
保
管
し
、
記
帳
整
理
し
て
申

告
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
収
支
計
算
に
よ
る
申
告
が
必
要
な
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
水
稲
作
付
面
積
が
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
方

②
農
産
物
販
売
（
野
菜
、
果
樹
な
ど
）
の
あ
る
方

③
畜
産
（
肉
用
牛
、
乳
牛
、
養
鶏
、
養
豚
な
ど
）
を
営
ん
で
い
る
方

※
右
記
以
外
で
も
次
の
よ
う
な
方
は
収
支
計
算
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
有
機
栽
培
や
無
農
薬
栽
培
な
ど
の
特
殊
な
方
法
に
よ
り
栽
培
す
る
方

・
大
農
具
等
を
多
く
所
有
し
て
必
要
経
費
が
収
入
を
上
回
る
よ
う
な
方

２．

問
い
合
わ
せ
先
　
大
玉
村
役
場
税
務
課
賦
課
係
　
４
８
―
３
１
３
１

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
設
け
、
物
品
販
売
業
や

不
動
産
貸
付
業
な
ど
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
事
業
を
行
う
個
人
の
方

に
納
め
て
い
た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。

課
税
対
象
と
な
る
方
に
は
、
県
北
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら
８
月
中
旬

に
納
税
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
が
、
第
１
期
分
は
８
月
３１
日
ま
で
、
第

２
期
分
は
１１
月
３０
日
ま
で
の
２
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は
、
８
月
３０
日
ま
で
に
一
括
し

て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
納
期
内
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
個
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
口
座
振
替
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
手
続
用
紙
は
、
県
北
地
方
振
興
局
県
税
部
納
税
グ
ル
ー

プ
に
あ
り
ま
す
。）

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
左
記
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県
税
部

課
税
第
１
グ
ル
ー
プ
　
０
２
４
―
５
２
１
―
７
６
３
６
（
個
人
事
業
税
の
照
会
）

納
税
グ
ル
ー
プ
　
０
２
４
―
５
２
１
―
７
６
３
３
（
口
座
振
替
制
度
の
照
会
）

◆
個
人
事
業
税
の
お
知
ら
せ
◆

農
業
所
得
を
収
支
計
算
に
よ
り
申
告
さ
れ
る
方
へ

●
●
●

領
収
書
等
の
保
管
を
忘
れ
ず
に
●
●
●

農
業
委
員
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

万が一に備えて…

「「「「災災災災害害害害用用用用伝伝伝伝言言言言ダダダダイイイイヤヤヤヤルルルル」」」」をををを運運運運用用用用ししししまままますすすす
「災害用伝言ダイヤル」とは、大きな災害等が発生した際に被災地域内やその他の地域の方々との「声の伝言板」

です。より多くの方々にご利用体験していただこうと「防災とボランティア週間」に合わせて「災害用伝言ダイヤ

ル」を運用します。

なお、実際に災害が発生し、運用する際にはテレビ・ラジオ等でお知らせします。

万が一に備えて「忘れて171（イナイ）？災害伝言ダイヤル」と覚えてください。

●ご利用体験期間　 「防災とボランティア週間」期間内
（平成16年8月30日（月）午前9時～平成16年9月5日（日）午後5時

●ご 利 用 方 法　 「171」をダイヤルし、聞こえてくるガイダンスに従って操作してください。
●ご 利 用 料 金　　発信地域から伝言登録電話番号の地域までの通話料金（通常おかけになる時と同様）がかか

ります。

●災害用伝言ダイヤルのホームページ
http://www.ntt-east.co.jp/voiceml/

《お問い合わせ先》 〒960-8503 福島市山下町5-10

NTT東日本福島支店　総務部広報担当

TEL（024）531-7362／FAX（024）531-7486

県
北
保
健
福
祉
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ
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《国保加入の方の入院時の食事代減額》�
国保加入の方（老人医療受給者[75歳以上又は65歳以上で一定の障害のある方］を除く）で、村県民税

非課税世帯は、入院時の食事代が減額されますので、印鑑を持参のうえ申請ください。�
※　なお、該当すると思われる方は、あらかじめご連絡ください。�
※　村県民税非課税世帯とは、国保加入者全員（擬制世帯主を含む）が村県民税非課税である世帯です。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
※　低所得Ⅱ、Ⅰについては、高齢受給者該当の方になります。�
�

《老人保健該当者の入院時の減額》�
75歳以上（70歳以上で老人保健の医療を受けている方、65歳以上で一定の障害のある方を含む）の老

人医療受給者で、村県民税非課税世帯は入院時自己負担額が減額されますので、印鑑持参のうえ申請くだ
さい。�
※　なお、該当すると思われる方は、あらかじめご連絡ください。�
※　村県民税非課税世帯とは、世帯の全員が非課税の世帯の方です。�
�
　①　入院時の自己負担限度額�
　�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
②　入院時の食事代減額�
　　　国保の入院時の食事代減額と同じ。�

お問合せ先：住民生活課国保年金係　TEL 4 8－ 3 1 3 1

一　　般　　世　　帯�

区　　　　　　　　分�

一 般 の 方�

低 所 得 Ⅱ の 方�

低 所 得 Ⅰ の 方�

自 己 負 担 限 度 額�

4 0 , 2 0 0円�

2 4 , 6 0 0円�

1 5 , 0 0 0円�

住民税非課税世帯�

（70歳以上では低所得Ⅱの人）�

70歳以上で、低所得Ⅰの人�

90日までの入院�

90日を超える入院�
（過去12ヶ月の入院日数）�

区　　　　　　　　分� 負　　担　　額�

1日　 780円�

1日　 650円�

1日　 500円�

1日　 300円�
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わんぱくクラブは、0歳から幼稚園入
園前の子供を対象にした育児サークルで
す。夏祭りや遠足、幼稚園や保育所との
交流会など、毎回楽しく開催しています。
次回のわんぱくクラブは、9月3日（金）

10時から、大玉村保健センターで風船遊
びをする予定です。途中参加も大歓迎で
すので、ぜひ遊びに来てください。
また、ご家庭で眠っている絵本やおも

ちゃ、育児用品などがありましたら、わ
んぱくクラブに譲ってください。よろし
くお願いします。
※なお、途中で参加できなくなった場合
は、役員まで連絡をお願いいたします。

梅
漬
け
し
妻
の
掌
若
く
色
づ
き
ぬ
　
　
岩
高
　
　
吉
　
原
　
瑞
　
雲

（
評
）
梅
を
漬
け
終
へ
た
妻
の
掌
に
若
さ
を
発
見
し
た
。
誠
に
夫
婦
円
満
。

商
ひ
の
鈍
る
歩
み
や
凌
宵
花
　
　
　
　
吉
丸
山
　
国
　
分
　
淑
　
子

（
評
）
歩
く
の
が
嫌
に
な
る
程
の
猛
暑
で
も
、
商
い
は
あ
き
ら
め
ら
れ
な
い
。

青
柿
や
疲
れ
お
ぼ
ゆ
る
足
の
裏
　
　
　
五
所
宮
　
柳
　
田
　
亜
　
紀

（
評
）
加
齢
の
身
に
は
丁
度
疲
れ
の
出
る
頃
か
。
足
の
裏
と
て
も
大
事
。

岩
に
ち
る
飛
沫
に
虹
や
不
死
男
の
忌
　
南
町
　
　
河
　
原
　
朝
　
子

（
評
）
波
乱
万
丈
の
半
生
を
送
っ
た
不
死
男
に
、
虹
は
華
麗
で
あ
る
。

農
継
ぎ
し
日
焼
の
か
ひ
な
太
鼓
打
つ
　
馬
尽
　
　
菊
　
地
　
孜
　
乃

（
評
）
太
鼓
を
打
つ
日
焼
し
た
腕
、
農
を
継
い
だ
自
信
の
裏
付
け
が
あ
る
。

広
報
俳
壇
�

鈴
　
木
　
萩
　
月
　
選
�

わんぱくクラブからの
お知らせ

行　事　名 日　　　時 対　　　象　　　者 場　　　所 持参するもの

４才児健診

こども健康相談

乳児健診

キラキラ教室
（歯科相談）

２才児健診

機能訓練

３歳児健診

平成12年２月、３月生まれの幼児

平成15年７月生まれの幼児
お子さんの健康について相談したい方

平成15年10月、平成16年１月生まれの乳児

平成14年10月、平成13年11月生まれの幼児

平成14年４月生まれの幼児

自力歩行のできる方、又は車いすで移動が
可能な方

平成13年４月、５月生まれの幼児

･母子健康手帳
･健診問診票

･母子健康手帳

･母子健康手帳･健診問
診票･バスタオル等

･母子健康手帳･現在
使っている歯ブラシ･
コップ･タオル等

･母子健康手帳
･健診問診票

・母子健康手帳
・３歳児健康診査票・尿
・現在使っている歯ブラ
シ・コップ・タオル等

保 健 衛 生 だ よ り
９月

９月１日�
受付12:30～12:45

９月６日�
9:00～11:00

９月６日�
受付13:00～13:15

９月６日�
受付13:00～13:15

９月15日�
受付８:30～８:45

９月16日�
10:00～15:00

９月30日�
受付13:00～13:15

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

大玉村保健センター

（
七
月
中
受
付
分
）

玉
　
井

遠
藤
　
朝
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神原田たんぼくろに咲く
セイヨウタンポポ
（平成15年5月撮影）

箱�教授のシリーズ
くろ（あぜ・畔・ ）歳時記②本文より

第４７５号１６・８・１５ �広　報　お　お　た　ま

※ゴミ収集日　●燃えるゴミは毎週水・土曜日　●資源ゴミ・燃えないゴミは毎週木曜日

○皆さんのご意見を募集します。
『私の夢』、『私の希望』、『村の行事に参加しての
感想』、『日ごろ思うこと』、『村の将来像』、『村に期
待するもの』、『自分たちで行う地域づくりの夢』、
『自分たちで行う（行っている）地域づくりの紹介』、
等のご意見をお寄せください。
（誹謗・中傷は除きます。）

�要 領�
『広報おおたま』への投稿は、以下のとおりお願

いします。

・村内にお住まいの方ならどなたでもご応募できます。
・市販の400字詰め原稿用紙1枚以内に、『私の夢』、
『私の希望』、『村の行事に参加しての感想』、『日
ごろ思うこと』、『村の将来像』、『村に期待するも
の』、『自分たちで行う地域づくりの夢』、『自分た
ちで行う（行っている）地域づくりの紹介』等の
ご意見をお寄せください。
・主題を変えないよう添削いたします。
・内容により採用できない場合があります。
・住所、氏名、電話番号を明記してください。
（顔写真掲載希望の方は、写真を同封してください。）
・原稿の返却は致しません。
・宛て先は、役場総務課（大玉村玉井字星内70）まで

○お子さんの写真を募集します。
�要 領�
『広報おおたま』への投稿は、以下のとおりお願
いします。
・写真の裏に住所、氏名、お子さんの名前（ふりが
な）、年齢、電話番号、一言（30字以内）を明記
してください。
・写真の返却は致しません。
・「広報おおたま」以外の村の発行するチラシ、パン
フレット等に利用させていただくこともあります。
・宛て先は、役場総務課（大玉村玉井字星内70）まで

休 日 当 番 医
８月22日　�慈久会　谷病院　　�33－2721

８月29日　�よしだこどもクリニック �34－6418

９月５日　県 立 本 宮 診 療 所　　�33－2547

９月12日　�落合会東北病院　　�33－2588

９月19日　白沢村白岩診療所 �44－2008

９月20日　よ し だ 内 科 �63－2333

９月23日　いしわたクリニック �63－2826

９月26日　池 田 眼 科 医 院 �34－4100

（１）午前９時より午後５時まで、外来のみ診療

（２）医師の都合により変更する場合もあります

心配ごと相談
８月20日� 大山公民館

９月10日� デイサービスセンタ－日本間

９月21日� 大山公民館

※相談受付けは、午前９時から正午までです

＝今月の納期＝
村県民税　　　　　　　　（第２期）
国民健康保険税　　　　　（第２期）
介護保険料　　　　　　　（第２期）
土地改良区費　　　　　　（第２期）

・口座振替をご利用の方は残高を確認しましょう
・８月31日までに納めましょう


